
 

 

(様式４) 

令和 8年３月 6日 

 

  令和７年度 第３回 大阪市立大開小学校 学校協議会 実施報告書 
    

 校園名 大阪市立大開小学校 

校 園 長 名  麥 田  葉 子 

 

日 時 令和 8年 3月 4日（水）１６時～１７時（1時間） 

場 所 本校４階多目的室 

出 

席 

者 

委員 

など 

禅定貞男（会長） 大谷有二郎（委員） 橋本真寿美（委員） 大部雄三（委員） 

田中城明（委員） 山本 聡子（委員） 岩崎 美香（委員）  

校園 麥田 葉子（校長） 熊澤早枝子(教頭） 佐藤 彰（教務主任）  

区役

所 
工藤 様（福島区長） 横山 様（子育て教育 課長代理） 

議題 

1.令和７年度 運営に関する計画の最終評価について 

2.学校行事の進捗について 

3.来年度の行事などについて 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 
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〇学校の掲げた年度目標におけ

る最終評価について報告し、現

状でうまく進行できている点、

課題や改善点について協議し

た。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇令和７年度学校行事の振り返

りと次年度の変更点を報告し

た。 

 

 

・目標を達成している項目は、引き続き努

力していく。 

・課題のあった部分については各学年の実

態を改めて捉え直し、なぜ目標を達成でき

なかったのかを分析した方が良い。 

・課題となる部分に対しては学校として引

き続き改善を目指した取り組みを行ってい

くと同時に、家庭や地域へも協力を呼びか

けていくことが必要だ。 

・達成するべき数値を掲げているが、それ

だけで評価するのではなく、目的を持って

教育活動に取り組むことこそが大切なこと

である。 

・いじめ問題については、児童は「何がい

じめにあたるのか」を分かっているのかと

いうことも含めて、日ごろからよく学級で

話し合うことが児童の人権感覚を育ててい

く。 

 

・学校行事の報告や地域行事の確認を行う

ことができた。それぞれが主催する行事に

おいて互いに協力していく。 

・地域として学校や子育て世代の家庭に協

力できることを考えて実行していく。 

 

協議 

資料 

令和７年度運営に関する計画（最終評価） 

児童アンケート結果 

保護者アンケート結果 

令和８年度年間行事予定 

備考 傍聴者[２]名  


